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理
事
長
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〇
今
後
の
予
定
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昨
今
は
凶
悪
な
犯
罪
が
相
次
ぎ
、
悲
惨
な
テ
ロ
も
他
人
事
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
市
民
は
、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
」
を
望
ん
で
い
ま
す
。
公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友

の
会
は
そ
う
し
た
社
会
の
実
現
の
た
め
、
日
夜
業
務
に
従
事
し
て

い
る
近
畿
各
地
の
警
察
官
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

「
理
事
長
退
任
ご
挨
拶
」 

公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友
の
会
は
、
「
第

42

回

理
事
会
」
を
３
月

12

日
大
阪
市
中
央
区
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ

テ
ル
大
阪
で
開
催
し
、
「
令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
同
予

算
に
つ
い
て
」
と
、
「
代
表
理
事
・
副
理
事
長
の

選
定
に
つ
い
て
」
審
議
し
、
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。 

今
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
人
事
は
次
の
と
お
り
。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

［
括
弧
内
は
前
役
職
］ 

理
事
長 

 

中
川
喜
博
氏
（
副
理
事
長
） 

 
 

株
式
会
社
阪
急
阪
神
ホ
テ
ル
ズ 

代
表
取
締
役
会
長 

 

副
理
事
長
・
大
阪
府
支
部
長 

 

延
原
健
二
氏
（
理
事
・
大
阪
府
支
部
長
） 

 
 

延
原
倉
庫
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

 

理
事
（
６
月

19

日
付
で
相
談
役
に
就
任
予
定
） 

 

小
嶋
淳
司
氏
（
理
事
長
） 

 
 

が
ん
こ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

社
主 

改
革
３
法
が
施
行
さ
れ
、
当
会
も
一
般
財
団
と

な
る
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
は
あ
る
が
公
益
目

的
事
業
を
行
う
法
人
と
し
て
認
可
を
受
け
る
か

の
決
断
を
迫
ら
れ
る
時
期
で
し
た
。
理
事
会
一

致
で
、
公
益
認
定
を
受
け
る
べ
く
決
断
し
、
当

時
の
事
務
局
に
よ
る
通
常
の
事
業
と
並
行
し
て

認
定
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
と
認
定

委
員
会
と
の
交
渉
を
行
い
、
無
事
認
可
が
下
り

安
堵
し
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
平
成

23

年
の
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
と
、
我
が
国
全
体
に
及

ぶ
厄
災
に
見
舞
わ
れ
、
平
穏
な
毎
日
の
あ
り
が

た
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
夏
季
教
養
講
座
に
て
熱
心

に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聴
講
す
る
警
察
幹
部
の

姿
や
、
表
彰
式
で
の
受
賞
者
と
そ
の
ご
家
族
の

喜
び
の
笑
顔
、
そ
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
警
察
官

と
し
て
の
覚
悟
が
、
頼
も
し
さ
と
と
も
に
、
友

の
会
の
活
動
へ
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

小
嶋 

淳
司 

平
成

20

年
６
月
に
下
谷
昌
久
氏
の
後
任
と
し
て
、

「
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友
の
会
会
長
」
に
就
任
以
来
至

ら
ぬ
点
も
多
か
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
支
え
に

よ
っ
て
こ
こ
ま
で
会
長
・
理
事
長
を
務
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
ご
指
導
、
ご
協
力

に
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
事
で
す
が
、
今
年
の
７
月
に
数
え
年
で
卒
寿
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
、
任
期
途
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
理
事
長

職
を
辞
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。 

会
長
就
任
の
平
成

20

年
に
は
、
公
益
法
人
制
度 

新理事長に中川喜博氏 就任 

 

【小嶋淳司氏】 



令和６年３月２０日 けいさつの友 年 2 回発行 ５２２号 

2 

 

  

後
任
の
中
川
喜
博
氏
は
、
関
西
を
代
表
す
る
会

社
の
社
長
も
務
め
ら
れ
た
、
立
派
な
見
識
と
素
晴

ら
し
い
人
柄
を
備
え
ら
れ
た
方
で
あ
り
ま
す
。
当

会
を
含
め
、
警
察
官
友
の
会
を
取
り
巻
く
状
況
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
当
会
設
立
の
「
一

人
で
も
多
く
の
国
民
が
警
察
官
の
友
と
な
っ
て
、

警
察
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
相
協
力
し
て

社
会
の
安
定
と
発
展
の
た
め
努
め
た
い
」
と
い
う

願
い
を
繋
い
で
い
っ
て
い
た
だ
け
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
倍
旧
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
友
の
会
の
発
展
を
祈
念
し
て
私
の
退
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

こ
の
度
、
小
嶋
淳
司
氏
の
後
任
と
し
て
理
事
会

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官

友
の
会
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
光

栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
責
務
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

60

年
日
米
安
全
保
障
条
約
改
定
反
対
運
動
に

応
対
し
た
、
多
数
の
警
察
官
が
重
軽
傷
を
負
わ
れ

た
こ
と
を
契
機
と
し
て
「
一
人
で
も
多
く
の
国
民

が
警
察
官
の
友
と
な
ろ
う
」
と
い
う
声
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
当
会
も
昭
和
の
高
度
成
長
期
、
バ
ブ
ル

経
済
の
ピ
ー
ク
と
そ
の
終
焉
、
２
度
の
大
震
災
に

見
舞
わ
れ
た
平
成
、
そ
し
て
令
和
の
時
代
と
六
十

余
年
の
歳
月
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間

さ
ま
ざ
ま
な
事
件
事
故
や
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
も

の
の
、
我
が
国
は
世
界
で
有
数
の
治
安
が
安
定
し

た
、
安
全
な
国
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
国
と
な

り
、
そ
の
恩
恵
を
私
た
ち
は
享
受
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
近
畿
警
察
官
友
の
会
も
、
諸
先
輩
の
努
力

に
よ
り
近
畿
２
府
４
県
の
警
察
官
へ
の
表
彰
や
、

教
養
講
座
の
開
催
、
助
成
品
の
贈
呈
、
さ
ら
に
地

区
友
の
会
設
立
支
援
な
ど
を
通
じ
て
警
察
活
動
の

充
実
と
治
安
の
安
定
に
貢
献
し
て
き
た
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

私
は
長
ら
く
鉄
道
、
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、

ホ
テ
ル
事
業
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

私は、長らく鉄道、エンタテイメント、ホテル事業に携わってまいりました。 
「
理
事
長
就
任
ご
挨
拶
」 

中
川 

喜
博 

 

い
ず
れ
も
、
安
全
で
安
心
が
最
優
先
さ
れ
る
事
業

で
す
。
警
察
官
の
方
々
の
ご
協
力
も
随
所
で
い
た

だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
恵
ま
れ
た
国
を
今

後
も
守
る
た
め
、
我
々
自
身
も
努
力
し
、
警
察
官

を
は
じ
め
暮
ら
し
を
守
る
支
え
と
な
っ
て
い
る

方
々
を
応
援
す
る
こ
と
で
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

が
使
命
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

一
方
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
犯
罪
や
事

件
、
事
故
の
内
容
は
大
き
く
変
貌
し
、
多
様
化
し

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
特
殊
詐
欺
な
ど
顔
の

見
え
な
い
犯
罪
が
顕
著
に
な
り
、
ま
た
Ｄ
Ｖ
な
ど

警
察
官
が
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案
も
よ

り
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
昨
年
も

殉
職
者
が
出
る
な
ど
警
察
官
の
任
務
は
依
然
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
り
、
ま
た
安
全
な
暮
ら
し
の

実
現
に
警
察
官
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
ま
ま
で

す
。
現
在
、
警
察
官
友
の
会
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
な
か
な
か
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
少

し
で
も
多
く
の
市
民
か
ら
の
警
察
官
へ
の
応
援
の

声
が
、
当
会
の
活
動
を
通
じ
て
現
場
の
警
察
官
に

届
き
、
彼
ら
が
自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
任
務
に
向
か
う
エ
ー
ル
と
な
る
よ
う
、
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

当
会
の
歴
史
と
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
今
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
会
員
の
皆
様
に
は
、
従
来
に
も
増
し

て
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

  

中
川
喜
博 

新
理
事
長 

略
歴 

 

昭
和

28

年
生
ま
れ 

 

昭
和

51

年 

阪
急
電
鉄
（
株
）
入
社 

 

平
成

19

年 

同
社 

常
務
取
締
役 

 

平
成

25

年 

同
社 

代
表
取
締
役
専
務 

 

平
成

26

年 

同
社 

代
表
取
締
役
社
長 

 

平
成

29

年
（
株
）
阪
急
阪
神
ホ
テ
ル
ズ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表
取
締
役
会
長 

【中川喜博氏】 
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☆
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
概
要 

１ 

表
彰
事
業 

（1）

近
畿
優
良
警
察
職
員
に
感
謝
の
会 

 
10

月
９
日 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
開
催
。 

（2）

各
府
県
支
部
表
彰 

（3）

外
部
表
彰 

近
畿
管
区
内
優
秀
警
察
職
員
表
彰
式 

（
近
畿
管
区
警
察
局
主
催
） 

「
近
畿
の
警
察
官
」
表
彰
の
つ
ど
い 

（
産
経
新
聞
社
提
唱
） 

２ 

講
座
事
業 

（1）

夏
季
教
養
講
座 

 

８
月

23

日 

ホ
テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に
て 

同
志
社
大
学
法
学
部 

教
授 

村
田
晃
嗣
氏
、 

福
知
山
公
立
大
学 

副
学
長 

西
田
豊
明
氏
を 

講
師
に
招
い
て
開
催
。 

３ 

助
成
事
業 

（1）

警
察
活
動
に
必
要
な
資
材
・
機
材
の
提
供 

（2）

警
察
行
事
支
援 

４ 

普
及
啓
発
活
動 

（1）

会
報
の
発
行 

（2）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
部
・
支
部
・
地
区
友
の
会

の
活
動
報
告 

（3）

協
力
団
体
（
地
区
友
の
会
）
の
設
立
を
後
援 

 

☆令和６年度収支予算について（令和６年４月１日～令和７年３月３１日 単位円） 

 

0 年 3 月

31 日 単位円） 

 

令和６年度 事業計画及び収支予算について 

 

令和６年度 令和５年度補正予算 増　　減

１．

① 基本財産運用益 300 530 230△                

② 特定資産運用益 0 0 0

③ 受取会費 29,205,000 29,500,000 295,000△           

④ 受取寄付金 2,100,000 2,100,000 0

⑤ 雑収益 100,000 75,000 25,000

31,405,300 31,675,530 270,230△           

　

① 事　　業　　費　 24,774,147 24,152,688 621,459

② 管　　理　　費　 9,487,697 9,290,140 197,557

34,261,845 33,442,828 819,017

当期経常増減額 2,856,545△        1,767,298△        1,089,247△        

　

２． 　

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 2,856,545△        1,767,298△        1,089,247△        

一般正味財産期首残高 46,948,495 48,715,793 1,767,298△        

一般正味財産期末残高 44,091,950 46,948,495 2,856,545△        

　

当期指定正味財産増減額 0 0 0

44,091,950 46,948,495 2,856,545△        

科　　　　　目

Ⅰ 一般正味財産増減の部

経常増減の部

 　(1) 経常収益

　経常収益計

経常外増減の部

 　(2) 経常費用

　経常費用計

Ⅱ 指定正味財産増減の部

Ⅲ 正味財産期末残高
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近畿優良警察職員に感謝の会 

令
和
５
年

10

月

18

日
、
Ｋ

Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
、
近
畿

管
区
警
察
局
後
援
、

12

社
賛
助

の
も
と
「
令
和
５
年
度
近
畿
優

良
警
察
職
員
に
感
謝
の
会
」
を

開
催
し
、

25

名
の
受
賞
者
は
家

族
と
と
も
に
出
席
し
た
。
大
阪

府
公
安
委
員
会
・
梅
宮
典
子
委

員
長
、
近
畿
管
区
警
察
局
・
奥

野
省
吾
局
長
ほ
か

10

名
を
来
賓

と
し
て
招
き
、
当
会
か
ら
は
理

事
長
ほ
か

17

名
の
役
員
が
出
席

し
た
。 

 

当
会
小
嶋
淳
司
理
事
長
が
式

辞
を
述
べ
た
後
、
管
区
局
及
び 

 

各
府
県
の
受
賞
者
と
そ
の
家
族

に
楯
と
記
念
品
を
贈
っ
た
。 

引
き
続
き
、
讀
賣
テ
レ
ビ
放
送 

株
式
会
社
・
大
橋
善
光
社
長
か
ら

記
念
の
置
時
計
が
贈
ら
れ
た
。 

来
賓
の
大
阪
府
公
安
委
員

会
・
梅
宮
典
子
委
員
長
、
近
畿

管
区
警
察
局
・
奥
野
省
吾
局

長
、
大
阪
府
警
察
本
部
・
津
田

隆
好
副
本
部
長
（
本
部
長
代

理
）
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、

最
後
に
受
賞
者
代
表
が
「
本
日

の
受
賞
を
胸
に
刻
み
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
一
層
の
努
力
と
精
進
を

重
ね
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
、
受
賞
者
を
囲
ん
で
記
念

撮
影
を
行
っ
た
。 

 

【近畿優良警察職員に感謝の会】 

 

【謝辞を受ける小嶋理事長】 

夏
季
教
養
講
座 

 

令
和
５
年
８
月

25

日
、
ホ
テ

ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に
て
「
令

和
５
年
度
夏
季
教
養
講
座
」
を
近

畿
管
区
警
察
局
と
共
催
し
た
。
開

講
式
に
て
奥
野
省
吾
近
畿
管
区
警

察
局
長
の
挨
拶
の
後
、
関
西
学
院

大
学
特
別
客
員
教
授
の
小
西
美
穂

氏
が
「
メ
デ
ィ
ア
と
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」
、
第
５
代
統
合
幕
僚
長
の 

河
野
克
俊
氏
が
「
今
後
の
日
本
の

安
全
保
障
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

と
題
し
た
講
演
を
行
い
、
近
畿
管

区
内
の
警
察
幹
部

83

名
と
当
会

関
係
者
５
名
が
熱
心
に
聴
講 

し
た
。 

 

外
部
表
彰
事
業 

☆
「
令
和
５
年
度
近
畿
管
区
内
優

秀
警
察
職
員
表
彰
式
」 

近
畿
管
区
警
察
局
主
催
で
令
和 

５
年

11

月

13

日
、
ホ
テ
ル 

プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に
て
開
催
さ

れ
、
当
会
か
ら
小
嶋
理
事
長
が
出

席
、

18

名
の
警
察
職
員
に
記
念

品
を
贈
呈
し
祝
辞
を
述
べ
た
。 

 

本
部
助
成
事
業 

 

近
畿
管
区
警
察
局
主
催
の
柔

道
・
剣
道
大
会
が
令
和
５
年
７

月
５
日
に
、
逮
捕
術
・
拳
銃
射

撃
競
技
大
会
が

11

月
１
日
に
開

催
さ
れ
、
優
勝
者
に
当
会
寄
贈

の
ク
リ
ス
タ
ル
メ
ダ
ル
と
楯
を

寄
贈
し
た
。 

 

令和 5 年度本部事業報告 

【夏季教養講座】 
☆
第

137

回
「
近
畿
の
警
察
官
」

表
彰
の
つ
ど
い 

産
経
新
聞
社
提
唱
で
令
和
５
年

11

月

30

日
、
大
阪
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、
当
会

か
ら
日
下
専
務
理
事
が
出
席
、 

６
名
の
警
察
官
に
記
念
品
を
贈
呈 

し
た
。 
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令和５年度各府県支部事業報告 

 滋
賀
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 

令
和
５
年
９
月
６
日
、
び
わ
湖
大
津
プ

リ

ン

ス

ホ

テ

ル

に

て

「

令

和

５

年

度
滋
賀
県
優
良
警
察
官
表
彰
式
」
を 

中
村
滋
賀
県
警
察
本
部
長
ほ
か
警
察
官

幹
部
を
来
賓
に
迎
え
開
催
し
た
。

土

沢
健
一
支
部
長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
優

良
警
察
官
５
名
（
家
族
同
伴
）
に
感
謝
の

楯
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

 

令
和
６
年
３
月
７
日
、
滋
賀
県
警
察
本

部
に
て
、
寄
贈
し
た
伸
縮
警
杖
な
ど
の
目

録
を
、
土
沢
支
部
長
よ
り
中
村
警
察
本
部

長
に
贈
呈
し
た
。 

【表彰式の様子】 

】 

大
阪
府
支
部 

☆
表
彰
式 

令
和
６
年
２
月
１
日
、
ホ
テ
ル
プ
リ
ム

ロ
ー
ズ
大
阪
に
て
「
令
和
５
年
度
大
阪
府

警
察
優
良
警
察
官
・
民
間
警
察
協
力
功
労

者
表
彰
式
」
を
向
山
大
阪
府
警
察
本
部
長

ほ
か
警
察
官
幹
部
を
来
賓
に
迎
え
開
催
し

た
。
延
原
健
二
支
部
長
が
式
辞
を
述
べ
た

後
、
優
良
警
察
官

22

名
（
家
族
同
伴
）

と
民
間
警
察
協
力
功
労
者
２
名
に
感
謝
の

楯
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

令
和
５
年

12

月
４
日
、
大
阪
府
警
察

本
部
に
て
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
ほ
か
寄
贈

品

22

品
目

216

点
の
目
録
を
、
延
原
支

部
長
よ
り
警
察
本
部
多
久
総
務
課
長
に
贈

呈
し
た
。 

 

兵
庫
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 

令
和
５
年
８
月

30

日
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー

ル
に
て
「
第

45

回
兵
庫
県
優
良
警
察 

官
・
民
間
警
察
協
力
功
労
者
表
彰
式
」
を 

澤
田
兵
庫
県
公
安
委
員
長
、
遠
藤
兵
庫
県

防
災
監
（
知
事
代
理
）
、
村
井
兵
庫
県 

警
察
本
部
長
ほ
か
警
察
官
幹
部
を
来
賓
に

迎
え
開
催
し
た
。
桑
田
純
一
郎
支
部
長 

が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
優
良
警
察
官

10

名
、
民
間
警
察
協
力
功
労
者
２
名
（
い
ず

れ
も
家
族
同
伴
）
に
感
謝
の
楯
と
記
念
品

を
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

 

令
和
６
年
２
月
９
日
、
兵
庫
県
警
察 

本
部
に
て
、
寄
贈
し
た
監
視
カ
メ
ラ 

な
ど
の
目
録
を
、
桑
田
支
部
長
よ
り 

警
察
本
部
浪
花
総
務
部
長
に
贈
呈
し
た
。 

    【謝辞を受ける桑田支部長】 

【式辞を述べる延原支部長】 
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発
行
所 

公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友
の
会 

〒
五
四
〇
❘
〇
〇
一
二 

 
 

大
阪
市
中
央
区
谷
町
三
丁
目
一
番
九
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｍ
Ｇ
大
手
前
ビ
ル
二
階 

 
 

電
話 

  

〇
六
❘
六
九
四
一
❘
七
六
三
八 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
六
❘
六
九
四
一
❘
七
六
四
一 

編
集
兼
発
行
人 

 
 

 

日
下 

勝
之 

印
刷
所 

㈱
新
聞
印
刷 

 
 

       
 

 

奈
良
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 

令
和
５
年

11

月

10

日
、
ホ
テ

ル
リ
ガ
ー
レ
春
日
野
に
て
「
第

46

回
奈
良
県
警
察
優
良
警
察
官

表
彰
式
」
を
村
井
奈
良
県
副
知
事

（
知
事
代
理
）
、
島
本
奈
良
県
公
安

委
員
長
、
安
枝
奈
良
県
警
察
本
部

長
ほ
か
公
安
委
員
・
警
察
官
幹
部

を
来
賓
に
迎
え
開
催
し
た
。
森
本

俊
一
支
部
長
が
式
辞
を
述
べ
た

後
、
優
良
警
察
官

12

名
（
家
族

同
伴
）
に
感
謝
の
楯
と
記
念
品
を

贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
事
業 

 

奈
良
県
警
察
本
部
を
通
じ
て
各

部
署
に
飲
料
や
食
品
な
ど
の
激
励

品
及
び
ス
キ
ャ
ナ
ー
な
ど
の
物
品

を
寄
贈
し
た
。
（
一
部
予
定
） 

 

和
歌
山
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 

令
和
５
年

10

月

31

日
、
ホ
テ

ル
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
に
て
「
令

和
５
年
度
和
歌
山
県
優
良
警
察
官

表
彰
式
」
を
山
﨑
和
歌
山
県
警
察

本
部
長
ほ
か
警
察
官
幹
部
を
来
賓

に
迎
え
開
催
し
た
。
成
川
守
彦
支

部
長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
優
良

警
察
官

18

名
に
感
謝
の
楯
と
記
念

品
を
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

 

令
和
６
年
１
月

31

日
、
和
歌
山

県
警
察
本
部
に
て
、
寄
贈
し
た
冷

蔵
庫
な
ど
の
目
録
を
、
成
川
支
部

長
よ
り
山
﨑
本
部
長
に
贈
呈
し

た
。 

  

【式辞を述べる成川支部長】 

】 

当面の予定 

開催日           行事名  

６月 ３日（月） 理事会（決算） 

６月１９日（水） 評議員会 

８月２３日（金） 夏季教養講座 

１０月 ９日（水） 近畿優良警察職員に感謝の会 

当財団のＨＰもぜひご覧ください。 

https://www.kk-tomo.com/ 

【目録を贈呈する森本支部長】 

 

あ
と
が
き 

直
近
の
理
事
会
に
て
、
小
嶋
理

事
長
が

16

年
務
め
ら
れ
た
理
事

長
職
を
ご
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
５

年
近
く
事
務
局
長
と
し
て
そ
の
謦

咳
に
接
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

当
会
に
か
け
る
思
い
の
強
さ
に
い

つ
も
後
押
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
理
事
長
は
退
か
れ
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
熱
意
は
尽
き

る
こ
と
は
な
い
ご
様
子
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
大
所
高
所
か
ら
ご
指
導

い
た
だ
け
る
と
心
強
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
小
嶋
様
、
ひ
と
ま
ず
は

長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

日
下 

訃
報 

当
会
の
相
談
役
で
第
５
代
会
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
津
田
和
明

氏
が
令
和
５
年

12

月
２
日
、

89

歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 


